
【様式１】

国
語

・漢字の定着や、正しく書く力について個人差が大きい。また、
　語彙や表現に使える言葉の種類等についても個人差が大きい。
・文章を書くことに抵抗があり、自分の考えを書くことに課題
　の見られる児童がいる。

・ミニテストや家庭学習、朝学習で繰り返し学習し定着を図る。
・単元ごとに新しい語彙について、国語辞典を使って意味を調
　べ、使える語彙を増やし、定着を図る。
　→漢字のミニテスト、学期末の漢字テストで見取る。
　（目標値：平均７５％以上）
・自分の考えや感想等を文で書く時間を設定し、段落や句読点
　等基本の書き方を指導する。
・必要な児童には、例文や手本を提示したり、作文メモカード
　を活用したりする。
　→２００字程度の作文を正しい表記で書くことができる。
　（目標値：７５％以上の児童）
　→「始め、中、終わり」の構成や段落を意識して文章を書け
　　る。（目標値：７５％以上の児童）

算
数

・基礎的な計算の理解、正確さに個人差が大きい。
・数量感覚を養う機会や経験に個人差が見られ、量の単位や換算
　に課題が見られる。

・週1回朝学習で、Ｅライブラリを活用し、基礎計算を繰り返し
　練習する。また、放課後タイム等を活用し、個別指導を行う。
　→ワークテストの計算問題や、Ｅライブラリ確認テストから見
　　取る。（目標値：正答率の平均７５％以上）
・具体物や半具体物、またＩＣＴを活用して、操作したり視覚的
　に捉えたりすることができる教材などを多く取り入れ数量感覚
　を養う。図に表して考える機会を多く設ける。
　→ワークテストやワークシート等で、数量関係や作図の技能を
　　確認する。（目標値：正しく答えられる児童７０％以上）
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理
科

・身近な自然や科学事象に対する興味・関心や生活経験・知識に
　個人差が大きい。
・科学的な用語やしくみが十分身に付いていない。

・実物に触れて観察、体験をし、考えを交流する活動を取り入れ
　る。
・画像や動画等、ＩＣＴも活用して、目で見て確かめ、理解を深
　める。
　→実験・観察前後のノートや観察カードで評価する。（目標
　　値：知識の理解や問題解決への関心が高まった児童７５％
　　以上）
・イラストや図を使って、しくみや現象について整理して示し、
　学習した理科の用語を使って予想や結果、考えを書くよう指導
　する。
　→知識及び技能について確認するワークテストやワークシー
　　トから見取る。(目標値：正しく解答できる児童７５％以上)

特
別
の
教
科

道
徳

・いろいろな考え方に触れ、自分事としてより深く考えられるよ
　うにする必要がある。

・発問を工夫したり、ペアやグループでの話合いを取り入れたり
　することで、考えの違いやそれぞれの良さをに触れる機会をつ
　くる。
　→振り返りの時間に、友達の考えと比べて自分の考えを書け
　　る。（目標値：８０％以上の児童）
・役割演技や、授業の振り返りで自分の生活に立ち戻って考える
　時間を設定し、自分事として考えられるようにする。
　→各授業ごとの自己評価や振り返りで、実践意欲を高めたり、
　　考えを変容したりできる。（目標値：７０％以上の児童）


